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[Goal] 
低E 逆行成分の“真の化学的性質”を, in-situ コンタミを抑えたサンプルで検証する

[Originality] 金属量非依存で、多元素組成から Thamnos 起源を検証/NLTE

[Abstract]
本研究は、低エネルギー・逆行軌道の恒星集団（Rg8/9）を動力学的に選択して Thamnos と同一起源かを検証し、高分散分光で詳細な元素組成を測定した。半数以上が
[Fe/H]<−2 のVMP星で、Rg8/Rg9は化学的に同一、また金属量分布は主ピーク[Fe/H]≈−2.1（副≈−1.5でin-situ混入候補）を示し、α-knee不在と中性子捕獲元素の傾向から、
Thamnosは𝑀∗ ≈ 10

6𝑀⊙の低質量矮小銀河が、早期に取り込まれ星形成が打ち切られた残骸で、Cetus streamに近い進化史を持つと結論づけた。

R.Xie et al. arXiv: https://www.arxiv.org/pdf/2601.09796
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[Sample]
[targets]  近傍halo星 Rg8,Rg9 (低エネルギー・逆行軌道; Myeong+18)  , Gmag>13.5  
LAMOST DR3 +GaiaRVS DR2, STARGOで(E, L, θ, ϕ) 4D動力学空間で集団同定 (Fig.1), 
(→VMP以外のサンプルも動力学的に選択)  N=35
[obs]高分散分光 (HDS, MIKE, ESPaDOnS, UVES)でfollow-up観測 (R≥28000, SNR >65)
(C,  α(Mg,Si,Ca,Ti), odd-Z (Na,Al,Sc),   iron-peak (V,Cr,Mn,Co,Ni,Zn),
n-capture(Sr,Y,Zr,Ba,La,Eu))

[Result & Discussion]
Fig.1  : サンプルの動力学平面選択

Fig.5’  : 
Rg8はThamnosと動力学的に完全に一致、Rg9はz軸方向によりhigh-E

様々な元素比平面 [X/Fe] (一部抜粋、下ページに全載)

VMPsampleでdynamically taggingされたものを金属量によらずに選択([Fe/H]≲-1)
Rg8, Rg9はどの元素比平面においても化学的にほぼ一致

KS検定で定量化(→p＝0.16; 差異なし) 
→共通起源の証拠
(CEMPの不在はサンプル選択による可能性(giants))
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サンプルの金属量分布

Rg8,9に差異なし、2峰性([Fe/H]~2.17(主) & 1.49(副)) 

Thamnos (本サンプル)と他矮小銀河との[α/Fe]-[Fe/H]比較

• high-α & 他の矮小銀河達ではα-kneeが存在するが、Cetusの様にThamnosにはない
• α-kneeはSN1aが大量にあるタイムスケールで起きると生成

→SFH truncated , ≥8Gyr前に降着してきた

Fig.5’ 

[Comment] より多くの成分についても高分散分光情報を統計的に集められれば、MW形成史をより明快に描ける(期待)
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観測星の恒星パラメータ等)(Table1 

Fig.5 :

中性子捕獲元素の元素比平面

先ほどの元素比平面 [X/Fe]全データ
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